
１．みこころならば、N-ビザが与えられ、バングラデシュで再び働くこと

ができるように。

２．ジョイランクーラ・クリスチャンホスピタルで大きな責任を担うDr.

ルーシーのために。

３．脳出血の後遺症があるDr.タポシュの回復のために。

４．母の健康と姉とともに救いのために。
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聖書はこう言ってい

ます。「この方に信頼

する者は、だれも失望させられることが

ない。」 （ローマ10章11節）

近藤恵医療宣教師は間もなく、忍耐の

長いトンネルを抜けようとしています。どん

なことが待っていようとも、主を信じる私た

ちに失望はありません。私たちの将来に

は希望だけがあります。ハレルヤ！（ひ）

編集後記

（前ページから）起こっているのかもしれないと思いました。めまいに関

しては、脳外科でも診てもらっており、耳が関与する単純なめまいのよう

でした。でも、患者さんの訴えが続き、薬をどんどん出しているうちに副

作用としての心悸亢進がおこり、そのため彼はもっと不安になり、眠れな

くなってしまっているというストーリーなのではないかと想像しました。

この患者さんにめまいが重篤な疾患によるものではないことを説明し、

軽い眠剤を出しました。でもこれくらいでは効果はなかったようです。そ

の後のカルテを見ていると結局、心療内科を受診し、不安症状は良くなっ

てきているようでした。なので、私が彼に良いことをできたわけではあり

ません。でも、専門外来のはざまにいる患者さんたちがいるということを、

私に気づかせてくれました。そしてバングラデシュでも同様に、色々な病

院にかかっているものの、良くならない患者さんたちを診て行こうと思っ

たのでした。
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みなさまお元気ですか？暑い日が続きますね。人類はこの地球

の沸騰をもはや克服できないのではないかと思います。ウクライ

ナの戦争も終わる気配がなく、死者が増え続けています。こんな

に毎日祈っているのに、神様聞いてくださらないんですかと思っ

てしまいます。でも、神様は、確実に働いていらっしゃるのだと

信じます。

見よ、わたしは新しいことを行う。今、それが芽生えてい

る。あなたがたは、それを知らないのか。必ず、わたしは荒

野に道を、荒れ地に川を設ける。 （イザヤ書43:19）

わたしは神の手の中にある小さな鉛筆

のようなものです。神が考え、神が書く

のです。鉛筆は何もしません。鉛筆はた

だ使われるだけです。（マザー・テレサ）



去年の9月に申請していたミッショナリービザが却下され、もう一度

主にうかがおうとBBCS（バングラデシュ・バプテスト連合）を通して

ビザの申請の可能性をさぐっていました。ところが、これもうまくいか

ないという状況の中で、今年の4月頃には高齢の母の健康状態が悪化し

「もう長期にバングラデシュで働くのは無理かな」と思い始めていまし

た。そこでともかく一度この働きに区切りをつけた方がいいのではと考

え、お別れの意味でバングラデシュに短期に行くという計画をたててい

ました。ところ

が、そのことを

伝えたメールに

対し、ジョイラ

ンクーラ・クリ

スチャンホスピ

タルのドクター・

ルーシーからは

「ショックだ」

と返事が来て、

executive

directorのタル

ン・ダからは、

「それは良い決

定ではない」と

メールが来ました。「どうもこのままやめてはいけなさそうだ」と思い

を巡らしていたところ、「長期には無理でも3か月くらいの短期で働く

ということはできるかもしれない」と思いいたりました。そこで今のジョ

イランクーラの状況を見ること、短期で働く可能性をさぐること、短期

で働くためのビザの取得にジョイランクーラが協力してくれるかどうか

の相談のために、6月の初旬観光ビザを使い、バングラデシュに1週間行っ

てきました。

着いた日は、まるでオーブンの中にいるような暑い日でした。おまけ

に空港に迎えにきてくれた病院の車はエアコンが壊れていました。さら

に途中で車も動かなくなってしまい、車の中でだらだらと汗を流してい

LMI-BDのチュウナー宣教師家族と＝6/14、ダッカで

バングラデシュに行って来ました
る私を修理のお店の人が家の中に入れてくれました。そして私を天井の

扇風機の下に座らせ、塩と砂糖入りの水を飲ませてくれ、私は生き返り

ました。結局、6時間半かかってジョイランクーラに到着。お手伝いさん

のシュプティが作ってくれたチキンカレーをおいしく手で食べ、夜は温

度調節の難しいシャワーを浴び、東京にいる時よりも、実家にいる時よ

りも安心してぐっすり眠りました。

次の日から外来や病棟、手術室、教会に顔を出しましたが、みんな本

当に喜んで迎えてくれ、日本のどこでもこんなに歓迎されないだろうと

思ったほどです。この訪問で強烈に思ったのは、私がこのとんでもなく

暑い、生活レベルの低いバングラデシュに、何と良く適応していること

かということ。神様は意味もなく、私をこのようにはされなかっただろ

うと思いました。ジョイランクーラがビザの取得に協力してくれるとい

うことを確認し、久しぶりのバングラデシュから帰ってきたのでした。

今、ジョイランクーラの方で具体的にビザの申請に向けて動き始めて

くれています。みこころならば、3か月のN-ビザ（NGO非政府組織ビザ）

を取得するということを目指しています。

2021年の11月末に日本に帰ってきてしばらく、医師としての仕事は全

くしていませんでしたが、去年の10月から週に1回病院で働くようになり

ました。主に外来、たまに手術の助手をします。私の外来は、以前から

の患者さんがいないので忙しくなく、ぽつぽつと来る初めての患者さん

たち一人一人に十分な時間をとる余裕があります。外科外来なのですが、

時々、内科の外来が混んでいると、本来内科の患者さんも、私のところ

にまわってくることがあります。

そんな中で気づいたのは、いくつかの専門外来にかかっているものの、

調子が悪くて困っている患者さんたちがいることです。それを強く思っ

たのは、ある高齢の男性の患者さんでした。比較的元気に生活していた

のに、数か月前に突然めまいが起こり、めまいは良くなったものの心臓

がどきどきし、夜も眠れないということでした。その方のお薬手帳を以

前のものから見ていきました。それを見るとめまいが起こった時から、

耳鼻科でめまいの薬を手を変え品を変え出されています。耳鼻科の先生

は、この患者さんの訴えに一生懸命対処されたのでしょう。でもこれら

の薬を見ながら、これで心臓のどきどきが（最終ページに続く）

はざまにいる患者さんたち




